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授業改善を考える

「授業改善」を図るためには、「授業づくり」に関する知見だけでなく、研究を進める「組織づくり」、協働的な学びを支える「学級づくり」、一人一
台端末による「ICTの効果的な活用」等が重要であると考えました。そこで、今年度、「教育フォーラム週間」として、「授業改善」に必要なそれぞれの
要素を学べる講座を実施しました。そこで得られた学びを抜粋して紹介します。

「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けて

各講座は録画していますので、校内
研究で利用したい学校、個人で視聴
して学びたい方は、総合教育センタ
ーまでご連絡ください。

授業改善

令和４年度伊丹市立総合教育センター教育フォーラム報告

「授業づくり」を考える

講師： 森ノ宮医療大学教授 阿部 秀高 氏

主体的な学びを生み出すポイント
※「主体的な学び」とは、

「何を」「どのように」「どうやって」学ぶかを子ども自身が自覚した学び。

・大学入試共通テストをはじめ求められている学力の基盤は読解力である。
→インプットとアウトプットを連動して育てていく。

深い学びを生み出すポイント
※「深い学び」とは、

自分事の学び・活用できる学び＝未来を生き抜く力

・授業の山場＝深い思考場面をつくる。
・可視化（板書）の工夫

思考と評価の過程が追えるよう情報量を押さえつつ、デザインする。

「主体的で深い学びを生み出す授業づくり10ポイント
～人間性の涵養につながる授業を目指して」

「学級づくり」を考える

講師： 桃山学院教育大学教授 松久 眞実 氏

秩序のある教室にするためのポイント
①叱る基準を明確にする。

②教室の刺激を減らす。
↓

・『静寂の時間』を増やす。（音は音を呼ぶ）

・言葉を減らす。（簡潔な短い言葉）

・減らした言葉は非言語・視覚支援で補う。（アイコンタクト・ジェスチャー）

・好意に満ちた語りかけをする。･･･子どもを信じる・言い分を聞く・責めない

「秩序のある学級づくり～特別支援教育の視点から～」

「ICTの効果的な活用」を考える

主体的・対話的で深い学びを生み出すＩＣＴ活用のポイント
児童生徒が自分にふさわしい学習方法を模索するような態度を育てることが大切。

↓

①授業のねらいをはずさない。

②ＩＣＴの効果を考える。

③できるだけシンプルな使い方をする。

個別最適な学びへの支援として
教室内では発言しにくい子どもに、チャット機能を活用する。
→チャット上では自分の意見を表現できる子どももいる。（対話的な学びに）

「主体的・対話的で深い学びの実現に向けたＩＣＴの活用」 「組織づくり」を考える

講師： 大阪大谷大学教授 今宮 信吾 氏

研究を推進するリーダーに必要な条件
①目指す方向性を示す。

②新しいことに挑戦する。

③関心の対象が「もの・こと」より「ひと」。（人を大事にできるかどうか）等

学校全体で研究を推進するポイント
①思考ツールを活用して、本年度の研究の成果と課題を振り返る。
②授業のチェック表で授業を確認する。→ 職員全員で授業を変える。
「黒板との間に先生が立って誘導していませんか」
「グループ活動に任せっぱなしになっていませんか」等

※研究を中心とした学校づくりで、働きがいにつなげる。

「地域に根ざす校内研修を共創するーリーダーとしての役割ー」講師： 伊丹市立桜台小学校教諭 増田 朋之 氏
伊丹市立摂陽小学校教諭 松本 唯 氏

［伊丹マイスター（小学校ＩＣＴ活用）］



発 行 伊丹市立総合教育センター
所在地 〒664-0898 伊丹市千僧１丁目１番

TEL 072-780-2480
FAX 072-780-248２

開館日 月・火・木・金 ：9:00～21:00
水・ 土 ：9:00～17:00

休館日 日曜・祝日、年末・年始
総合教育センターHP http://www.itami.ed.jp/

＜教育相談＞
電話 072-772-6171（電話相談）

072-780-2484（来所相談）
お子様に関する様々な悩みや課題、
問題等の相談に応じています。
（来所・電話相談）

月・火・木・金：9:00～18:00
水・ 土 ：9:00～17:00

令和４年度の事業実施方針
(1)「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた学習指導の改善・

充実
(2) 教職員のライフステージに応じた研修の充実
(3) 今日的課題の解決及び教職員のニーズに応じた研修の充実
(4) 多様な研修形態による教職員の学びの場の充実
(5) 学校へのアウトリーチ型支援の強化

成果
・「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業づくりや評価方法、

ＩCTの効果的な活用、授業を支える学級づくりに関する講座を実
施したことで、教職員の授業改善・充実を図ることができた。

課題・改善策
・教員免許更新制の発展的解消に伴う国の方針や、教職員のライフス

テージに応じた研修を充実させていく必要がある。

令和４年度の事業実施方針
(1) コンサルティング機能を活用した教職員への支援及び

相談の充実を図る。
(2) 指導主事やコンサルタントによる「アウトリーチ型支

援」の充実を図る。
(3) コンテンツの充実を行う。

成果
・若手教員に対しアウトリーチ型個人支援・相談を行うこ

とで、教員の指導力及び実践力の向上を図ることができ
た。

課題・改善策
・コンサルタント機能及びコンテンツの活用方法の工夫を

図り、初任者及び臨時講師を含め若手教員の資質向上を
めざし支援の充実を図っていく。

令和4年度の事業実施方針
(1) 複雑化・長期化する相談に対応するため、相談員の資質向上を

図る。
(2) 相談内容に合わせた適切な相談を実施する。
(3) 関係機関との連携を図り、効果的な支援体制の構築を図る。

成果
・複雑化する相談内容に対応するため、スーパービジョンではケー

ス検討だけでなくトラウマや思春期といったテーマについて講演
形式で研修を実施した。

課題・改善策
・不登校や発達上の課題、虐待及び二次障害といった問題等を主訴

とした相談や、自傷行為といった命にかかわる相談事案が増えて
いる。関係機関との連携を行い、適切な相談の実施や効果的な支
援体制の構築に努めるとともに、重複するケースについては定期
的に情報交換を行う必要がある。

令和４年度の事業実施方針
(1) 学校等との連携の下、教育支援センター「やまびこ」を

運営する。
(2) 教育支援センター「やまびこ」運営委員会を開催し、市

内へ不登校改善への情報を発信する。
(3) メンタルフレンドによる家庭訪問を実施する。
(4) 「子どもの思春期を考える親のつどい」を充実させ、不

登校で悩む保護者の情報交換の場を設定する。

成果
・継続した学校との連携により、学校との情報共有や共通

理解を深めることで、不登校児童生徒への支援の充実を
図ることができた。

課題・改善策
・支援の充実を図るために、カリキュラムの見直し、個別

の支援方法の研究等を推進していく。

令和４年度の事業実施方針
(1) ＩＣＴの効果的・効率的な活用により授業改善を図り、思考

力・判断力・表現力を養う授業を実現できるよう支援する。
(2) 発達の段階に応じた体系的な情報モラル教育を推進する。
(3) 伊丹市立学校園版情報セキュリティポリシーに基づき、学校園

の情報セキュリティを向上させる。
(4) 情報機器やソフトウェア等、ＩＣＴを授業や校務に円滑に活用

できるよう、適切な整備・運用を行う。

成果
・学校の課題や要望に応じたアウトリーチ型研修・支援、各校への

ＩCＴ支援員の派遣等により教員のＩＣＴ活用能力向上に資する
ことできた。

課題・改善策
・正しく情報を取捨選択し、活用できる力を身につけさせるため、

各教科や道徳等で情報モラル・情報セキュリティに係る学習を推
進していく必要がある。

令和４年度の事業実施方針
(1) 全国学力・学習状況調査等の分析結果に基づいた授業改

善を図るための校内研究支援
(2) アウトリーチによる校内研究支援の充実
(3) コロナ禍に対応した研究推進マニュアル及びリーレット

の活用
(4) 研究・研修活動の充実に向けた学校支援のあり方に関す

る調査研究の実施

成果
・各校の研究推進委員会や教科部会、指導案検討、公開授業、

事後研究会等へ参加し、指導助言等を行うことで校内研究
を支援することができた。

課題・改善策
・研究段階に応じた支援を充実させるため、計画的に学校を

訪問し、研究活動の方向性が適切に計画できるように支援
していく。

研修 授業力向上（カリキュラム）支援センター

教育相談 不登校児童生徒の支援事業

教育の情報化 研究


